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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースとそのベース上に被着されるカバーとで構成され、小型メモリカードを挿入する
カード挿入口を前側面に設けると共に、カード挿入口に連通して小型メモリカードを装着
するカード装着部を内側前部に設け、小型メモリカードよりも大きな大型メモリカードと
外形寸法が同一に形成されたアダプタ本体と、
　インサート成形によって作られた絶縁部材と複数の導電部材の複合部品であって、絶縁
部材がアダプタ本体の内側後部に収容され、各導電部材が絶縁部材からカード装着部に突
出する片持ち支持の前端部によってカード装着部に装着された小型メモリカードの端子に
弾接する接触バネ片部を形成すると共に、アダプタ本体の後端部裏面側に露出する後端部
によって大型メモリカード用のカードコネクタの端子が弾接する接触片部を形成する小型
メモリカードと大型メモリカード用のカードコネクタとの電気接続部品と、を備え、
　複数の接触バネ片部のうち少なくとも１本が、アダプタ本体のカード装着部に絶縁部材
から平面視で真っ直ぐに突出された導電部材の前端部ではなくＬ形に突出された導電部材
の前端部によって異形に形成されているメモリカード用アダプタにおいて、
　異形の接触バネ片部の根元部をアダプタ本体との間に挟む樹脂製の押さえ部材を備え、
　押さえ部材には、絶縁部材がフープ材に一体に連結された状態で形成される複数の導電
部材をインサート成形することによって形成される際にその絶縁部材に形成され、一体に
連結された状態の複数の導電部材の不要な連結部位をインサート成形後に切断するための
工具挿入孔に嵌め込む栓部を一体に設けることを特徴とするメモリカード用アダプタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小型メモリカードをそれよりも大きな大型メモリカード用のカードコネクタ
で使えるようにするためのメモリカード用アダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に示されるように、上ケース部材と下ケース部材が互いに嵌合されて
なり、小型メモリカードを挿入するカード挿入口を前側面に設けると共に、カード挿入口
に連通して小型メモリカードを装着するカード装着部を内側前部に設け、小型メモリカー
ドよりも大きな大型メモリカードと外形寸法が同一に形成されたアダプタ本体と、インサ
ート成形によって作られた絶縁部材と複数の導電部材の複合部品であって、絶縁部材がア
ダプタ本体の内側後部に収容され、各導電部材が絶縁部材からカード装着部に突出する片
持ち支持の前端部によってカード装着部に装着された小型メモリカードの端子に弾接する
接触バネ片部を形成すると共に、アダプタ本体の後端部裏面側に露出する後端部によって
大型メモリカード用のカードコネクタの端子が弾接する接触片部を形成する小型メモリカ
ードと大型メモリカード用のカードコネクタとの電気接続部品と、を備えるメモリカード
用アダプタが知られている。
【０００３】
　上記の電気接続部品は、複数の導電部材がフープ材に一体に連結された状態で形成され
、一体に連結された状態の複数の導電部材をインサート成形することによって絶縁部材を
形成した後、一体に連結された状態の複数の導電部材の不要な連結部位を、その部位に対
応する部位に成形時に絶縁部材に設けられた工具挿入孔を通して切断し、最後にフープ材
から切り離すことにより作られている。
【特許文献１】特開２００５－２４３２７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　メモリカード用アダプタは、その種類ごとに導電部材の接触バネ片部及び接触片部の配
置状態や絶縁部材の形状が異なり、その導電部材の接触バネ片部及び接触片部の配置状態
や絶縁部材の形状によっては、一部の導電部材で前端部がアダプタ本体のカード装着部に
絶縁部材から平面視で真っ直ぐに突出することができず、平面視Ｌ形に突出される場合が
ある。しかしながら、アダプタ本体のカード装着部に絶縁部材からＬ形に突出された導電
部材の一端部によって形成された異形の（Ｌ形）の接触バネ片部に力が加わると、応力は
根元に集中して掛かることになり、その根元がねじられる方向に力が作用するため、異形
の接触バネ片部の根元には他の接触バネ片部（アダプタ本体のカード装着部に絶縁部材か
ら平面視で真っ直ぐに突出する導電部材の一端部によって形成された接触バネ片部）と異
なり非常に大きな負荷が加わることになる。したがって、導電部材の厚さ分で接合されて
いる異形の接触バネ片部の根元と導電部材か分離（剥離）する虞があり、異形の接触バネ
片部のみ強度低下が発生することによって、バネ力の低下を招き、他の接触バネ片部とバ
ネ力が異なり（小さくなり）、アダプタ本体に装着された小型メモリカードと安定した接
触（電気接続）を保つことが困難になる。
【０００５】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたもので、その目的は、異形の接触バネ片部でも
小型メモリカードと安定した接触を保つことができるメモリカード用アダプタを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明は、ベースとそのベース上に被着されるカバーとで構
成され、小型メモリカードを挿入するカード挿入口を前側面に設けると共に、カード挿入
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口に連通して小型メモリカードを装着するカード装着部を内側前部に設け、小型メモリカ
ードよりも大きな大型メモリカードと外形寸法が同一に形成されたアダプタ本体と、イン
サート成形によって作られた絶縁部材と複数の導電部材の複合部品であって、絶縁部材が
アダプタ本体の内側後部に収容され、各導電部材が絶縁部材からカード装着部に突出する
片持ち支持の前端部によってカード装着部に装着された小型メモリカードの端子に弾接す
る接触バネ片部を形成すると共に、アダプタ本体の後端部裏面側に露出する後端部によっ
て大型メモリカード用のカードコネクタの端子が弾接する接触片部を形成する小型メモリ
カードと大型メモリカード用のカードコネクタとの電気接続部品と、を備え、複数の接触
バネ片部のうち少なくとも１本が、アダプタ本体のカード装着部に絶縁部材から平面視で
真っ直ぐに突出された導電部材の前端部ではなくＬ形に突出された導電部材の前端部によ
って異形に形成されているメモリカード用アダプタにおいて、異形の接触バネ片部の根元
部をアダプタ本体との間に挟む樹脂製の押さえ部材を備えている。
【０００７】
　本発明では、押さえ部材には、絶縁部材がフープ材に一体に連結された状態で形成され
る複数の導電部材をインサート成形することによって形成される際にその絶縁部材に形成
され、一体に連結された状態の複数の導電部材の不要な連結部位をインサート成形後に切
断するための工具挿入孔に嵌め込む栓部を一体に設けることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、押さえ部材によって異形の接触バネ片の根元部をアダプタ本体との間
で挟むので、その根元がねじられる方向に働く力がなくなり、他の接触バネ片部と強度、
バネ力を略同一に揃えることができ、異形の接触バネ片部でも小型メモリカードと安定し
た接触を保つことができる。
【０００９】
　また、押さえ部材に、不要な連結部位を切断するために形成された絶縁部材の工具挿入
孔に嵌め込む栓部を一体に設けることによって、押さえ部材を工具挿入孔を利用してアダ
プタ本体の内部に確実に固定することができ、押さえ部材の押さえ機能を十分に発揮させ
ることができる上、押さえ部材の栓部によって工具挿入孔を塞ぐことができるので、ショ
ートの原因となる塵埃等の導電性の異物が工具挿入孔に入り込むのを防止することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明に係るメモリカード用アダプタの実施形態を図１～１０を参照して説明す
る。本実施形態のメモリカード用アダプタ１００は、図１，図２，図１２に示す小型メモ
リカードとしてのマイクロＳＤカード３００を装着してそれより大きな図１１に示す大型
メモリカードとしてのミニＳＤカード２００用の図示しないカードコネクタで使えるよう
にするものである。
【００１１】
　なお、従来よりＳＤカード（２４×３２×２.１mm：縦×横×厚さ）の小型版メモリカ
ードとして提供されているミニＳＤカード（２０×２１.５×１.４mm：縦×横×厚さ）２
００は、図１１に示すように、正規挿入姿勢での挿入時の前側（以下、「後側」という）
の端部裏面側に１１本の端子２０４ａ～ｋが前後方向と厚さ方向に直交する方向（以下、
「左右方向」という）に並設されている。また後側には一方の角を落として切り欠き部２
０１が設けられていると共に、この切り欠き部２０１によって幅が狭められたミニＳＤカ
ード２００の後側端部における表面側の左右両側縁に上向きの段部２０２が設けられてお
り、これら切り欠き部２０１と段部２０２とでカードコネクタに対する正規挿入姿勢以外
での誤挿入（前後が逆の姿勢、表裏が逆の姿勢での挿入）が防止される。さらに切り欠き
部２０２より前側の幅広部分における表面側の左右両側部にはロック用切り欠き部２０３
が設けられ、カードコネクタに装着時、カードコネクタ側のロック部材がロック用切り欠
き部２０３に係合することによって、カードコネクタからの脱落を防止する。ミニＳＤカ
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ード２００の１１本の端子２０４ａ～ｋは、切り欠き部２０１と反対側から切り欠き部２
０１側に向かって１～１１番の端子２０４ａ～ｋが順番に配置されており、１，２，１０
，１１番の４本の端子２０４ａ，ｂ，ｊ，ｋがデータ用、３番の端子２０４ｃがコマンド
用、４，９番の２本の端子２０４ｄ，ｉがグランド用、７番の端子２０４ｇが電源用、８
番の端子２０４ｈがクロック用である。また５，６番の２本の端子２０４ｅ，ｆはミニＳ
Ｄカード２００で予備に追加されたもので、有効端子数は９本となりＳＤカードの端子数
９本に対応している。
【００１２】
　また、従来より上記のミニＳＤカード２００よりさらに小型版メモリカードとして提供
されているトランスフラッシュやこの仕様を採用したマイクロＳＤカード（１１×１５×
１mm：縦×横×厚さ）３００は、図１，図２，図１２に示すように、後側に一方の角を落
として切り欠き部３０１が設けられている。また切り欠き部３０１より前側の幅広部分に
おける切り欠き部３０１側の一側部にはロック用切り欠き部３０２が設けられている。さ
らに後側の端部裏面側には８本の端子３０３ａ～ｈが左右方向に並設されている。マイク
ロＳＤカード３００の８本の端子３０３ａ～ｈは、切り欠き部３０１側からその反対側に
向かって１～８番の端子３０３ａ～ｈが順番に配置されており、１，２，７，８番の４本
の端子３０３ａ，ｂ，ｇ，ｈがデータ用、３番の端子３０３ｃがコマンド用、４番の端子
３０３ｄが電源用、５番の端子３０３ｅがクロック用、６番の端子３０３ｆがグランド用
である。つまり、マイクロＳＤカード３００でグランド用の端子が１本になり、端子数が
ＳＤカード及びミニＳＤカード２００の９本（ただし、ミニＳＤカード２００は有効端子
数）から８本に削減されている。
【００１３】
　本実施形態のメモリカード用アダプタ１００は、ミニＳＤカード仕様に対応すべくミニ
ＳＤカード２００と外形寸法（縦・横・厚さの各寸法）が同一に形成されてマイクロＳＤ
カード３００を装着する図１，図２に示したようなミニＳＤカード型のアダプタ本体１と
、アダプタ本体１の内部に収容する、図３，図５，図６に示したような電気接続部品４０
、図３，図９，図１０に示したような押さえ部材７０、図３に示したようなロック部材８
０と、から構成されている。
【００１４】
　アダプタ本体１は、図１，図２に示すように、樹脂製（絶縁性）のベース１０と、金属
板からなる金属製（導電性）のカバー２０とで構成されている。
【００１５】
　ベース１０は、図１，図２，図３に示すように、後側の一方の角を落とした略矩形状の
底板１０ａと、角落としによって横幅が狭められていない底板１０ａの前側の幅広部分に
おける左右両側域に縦横に立設した補強リブ１０ｂと、角落としによって横幅が狭められ
た底板１０ａの後側の周縁に沿って立設した側壁１０ｃとを一体に形成し、左右の補強リ
ブ１０ｂの間にマイクロＳＤカード３００を装着するカード装着部１１を画成すると共に
、カード装着部１１の後側に連続して電気接続部品４０のインシュレータ収容部１２を画
成している。インシュレータ収容部１２の底面には大きなコンタクト露出窓１３が形成さ
れている。カード装着部１１の一側（右側）にはロック部材収容部１５が隣接して画成さ
れ、ロック部材収容部１５は連通口１６を介してカード装着部１１に連通されている。
【００１６】
　ベース１０には、ミニＳＤカード２００の切り欠き部２０１、段部２０２、ロック用切
り欠き部２０３に対応するアダプタ側の切り欠き部１７、段部１８、ロック用切り欠き部
１９がそれぞれ設けられている。またベース１０の幅広部分における左右外側面には複数
のカバー係合爪１０ｄが設けられると共に、ベース１０の幅広部分における左右内側部に
はカバー係合溝１０ｅが設けられている。
【００１７】
　ここで、カード装着部１１の左右側面１１ａ，１１ｂのうち、一側（右側）の側面１１
ｂの後端部を、他側（左側）の側面１１ａの後端部より前方に（カード挿入口側）位置ず
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れさせて形成するように、カード装着部１１の左右側面１１ａ，１１ｂを形成する左右の
補強リブ１０ｂの前後長を異ならせている。
【００１８】
　カバー２０は、図１，図２，図４に示すように、ベース１０の前側幅広部分における上
面を覆う矩形板状の主部２１と、主部２１の左右側縁から下向きに延設してベース１０の
前側幅広部分における左右外側面を覆う第１延設部２２と、主部２１の後側縁から後側に
面一に延設してベース１０のインシュレータ収容部１２の上面を覆う主部２１より幅狭の
第２延設部２３と、第２延設部２３の基端部の左右両側縁から下向きに延設する第１係合
爪２４と、第２延設部２３の先端端の左右側縁から下向きに延設する第２係合爪２５と、
第２延設部２３の先端の側縁における略中央部からＵ字状に延設して端部を第２延設部２
３の内面側に臨ませる折り返し片２６と、折り返し片２６の端部に中間部を連設して第２
延設部２３の内面側で左右方向（コンタクト並設方向）に延設する板バネである弾性変位
可能な接続端子２７とを一体に形成している。第１延設部２２にはかしめ加工用の下孔を
兼ねる複数のベース係合孔２８が設けられている。
【００１９】
　電気接続部品４０は、図３，図５，図６に示すように、インサート成形によって作られ
た、絶縁部材としてのインシュレータ５０と導電部材としての複数本（マイクロＳＤカー
ド３００の場合は８本）のコンタクト６０ａ～ｈの複合部品である。
【００２０】
　８本のコンタクト６０ａ～ｈは、図７に示すように、金属のフープ材６０’に打ち抜き
加工及び曲げ加工を施すことによって、一体に連結された状態で形成されている。
【００２１】
　各コンタクト６０ａ～ｈは、前端部に有して前方に向かって突出する断面形状がへ字状
の幅狭な接触バネ片部６１と、後端部に有する矩形板状の接触片部６２と、前端部の接触
バネ片部６１と後端部の接触片部６２の間を連続一体に繋ぐ連設片６３とを連続一体に形
成して構成されている。そして、隣接するコンタクト６０ａ～ｈの間をそれぞれ第１繋ぎ
片６４を介して所定の間隔を保って連結することによって、各接触バネ片部６１が各コン
タクト６０ａ～ｈの前端部で横並び状態で配置され、かつ各接触片部６２が各コンタクト
６０～ｈの後端部で横並び状態で配置されるように、各コンタクト６０～ｈが横並び状態
で配置されている。各コンタクト６０ａ～ｋは、図５，図７における紙面右から左に１～
８番のコンタクト６０ａ～ｋが順番に配置されており、１，２，７，８番の４本のコンタ
クト６０ａ，ｂ，ｇ，ｈがデータ用、３番のコンタクト６０ｃがコマンド用、４番のコン
タクト６０ｄが電源用、５番のコンタクト６０ｅがクロック用、６番のコンタクト６０ｆ
がグランド用で、マイクロＳＤカード３００の８本の端子３０３ａ～３０３ｈと同じ配列
である。
【００２２】
　ここで、マイクロＳＤカード３００の端子数が８本であるのに対して、ミニＳＤカード
２００の端子数は１１本であるため、３番のコマンド用のコンタクト６０ｃの接触片部６
３と４番の電源用のコンタクト６０ｄの接触片部６３との間に、グランド用の１本の接触
片部６３と予備用の２本の接触片部６３との合計３本の接触片部６３を割り込ませる形で
配置し、ミニＳＤカード２００の１１本の端子２０４ａ～ｋと同じ配列にしている。この
グランド用の１本の接触片部６３と予備用の２本の接触片部６３との合計３本の接触片部
６３は、３番のコマンド用のコンタクト６０ｃの連設片６３にそれぞれ第２繋ぎ片６５を
介して一体に連結されている。このため、１～３番の各コンタクト６０ａ，ｂ，ｃでは、
接触バネ片部６１に対して接触片部６２が大きく横方向外側（図５，図７における紙面右
側）に位置ずれしたコンタクト配置状態となり、１～３番の各コンタクト６０ａ，ｂ，ｃ
がクランク状に折れ曲がった形状に形成されている。これに伴って、最も端に位置する１
番のコンタクト６０ａでは、接触バネ片部６１側の連設片６３の端部が、接触バネ片部６
１に対して直交する左右方向に延び、しかも他の２～８番の７本のコンタクト６０ｂ～ｈ
の接触バネ片部６１の後端部より手前側で接触バネ片部６１に対して直交する左右方向に
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延びるため、最も端に位置する１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１の後端部が他
の２～８番の７本のコンタクト６０ｂ～ｈの接触バネ片部６１の後端部より手前側に位置
ずれするようになる。
【００２３】
　そして、上記のような配置状態で一体に連結された８本のコンタクト６０ａ～ｈは、両
端のコンタクト６０ａ，６０ｈが左右の繋ぎ片６６を介してキャリア部６７に連結され、
成型機に供給可能に形成し、成型機にてインサート成形することによって、インシュレー
タ５０を形成するものである。
【００２４】
　インシュレータ５０は、図３，図５，図６に示すように、一体に連結された８本のコン
タクト６０ａ～ｈの各接触バネ片部６１の根元部から後側の各連設片６３及び各接触片部
６２を一体的に樹脂で包み、かつベース１０のインシュレータ収容部１２に嵌り込むよう
に横長な直方体状に形成されている。これによって、インシュレータ５０の裏面（下面）
に各連設片６３及び各接触片部６２がその厚さ分で接合され、インシュレータ５０の裏面
に各接触片部６２が横並び状態で面一に保持（固定）されると共に、一体に連結された８
本のコンタクト６０ａ～ｈの各接触バネ片部６１の根元部から先部がインシュレータ７０
の前側に前上がり傾斜状に突出される。
【００２５】
　ここで、インシュレータ５０の前側面は、１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１
より外側の前側面を部分的に前側に突出するように段付き状に形成され、インシュレータ
５０の一側前部の突出部５１によって１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１側の連
設片６３と一体化されている。そして、インシュレータ５０の突出部５１の前側面によっ
て、カード装着部１１の前後長が短い方の補強リブ１０ｂの後側面に当接する接合面５１
ａを形成し、またインシュレータ５０の突出部５１以外の前側面によって、カード装着部
１１の前後長が長い方の補強リブ１０ｂの後側面に当接する接合面５１ｂ及びカード装着
部１１の奥側の後端壁５０ｃを形成し、さらにインシュレータ５０の突出部５１の前側面
と突出部５１以外の前側面との段差面によって、カード装着部１１の前後長が短い方の一
側（右側）の側面１１ｂの後端部に面一に繋がり、その側面１１ｂの後端を（長さを）前
後長が長い方の他側（左側）の側面１１ａの後端と（長さと）に揃えるカード装着部１１
の部分側面５０ｄを形成し、カード装着部１１の後端壁５０ｃと一側の側面１１ｂの後端
部をインシュレータ５０によって形成している。
【００２６】
　１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１側の連設片６３の端部を、インシュレータ
５０によって形成されるカード装着部１１の部分側面５０ｄからカード装着部１１に突出
することによって、その１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１を、インシュレータ
５０によって形成されるカード装着部１１の奥側の後端壁５０ｃからカード装着部１１内
に平面視で前方に向かって真っ直ぐに突出する２～８番の７本のコンタクト６０ｂ～ｈの
接触バネ片部６１と並設するように構成している。これに伴って、複数本（８本）の接触
バネ片６１のうち少なくとも１本、つまり本実施形態では１番のコンタクト６０ａの接触
バネ片部６１が、カード装着部１１にインシュレータ５０から平面視で真っ直ぐに突出さ
れたコンタクトの前端部ではなくＬ形に突出されたコンタクト６０ａの前端部によって異
形に形成されている。
【００２７】
　インシュレータ５０には、複数の第１繋ぎ片６４のうちインシュレータ５０の領域内に
設けられる第１コンタクト６０ａと第２コンタクト６０ｂの接触片部６２側の連設片６３
の端部間を連結している１つの第１繋ぎ片６４をインサート成形後に切断するために、そ
の第１繋ぎ片６４部に形成される円形の工具挿入孔５２と、インシュレータ５０の領域内
に設けられるグランド用の１本の接触片部６３及び予備用の２本の接触片部６３をそれぞ
れ３番のコンタクト６０ｃの連設片６３に連結している３つの第２繋ぎ片６５をインサー
ト成形後に一括して切断するために、その３つの第２繋ぎ片６５部に形成される長円形の
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工具挿入孔５３と、カバー２０に設けた折返し片２６及び接続端子２７を収容し、接続端
子２７の一端を一方のグランド用の接触片部６３に、また他端を他方のグランド用の接触
片部６３に上方から接触させるために、グランド用の２本の接触片部６３間にわたって形
成される端子収容孔５４と、が設けられている。
【００２８】
　ここで、インシュレータ５０には、図５，図８に示すように、長円形の工具挿入孔５３
の周側面の一部を破り、異形の接触バネ片部６１ａの真後ろに開放する切り欠き部５５を
形成すると共に、この切り欠き部５５を挟んで対向する両切り欠き端面５５ａの間に低背
の係止片５６を立設形成している。
【００２９】
　そして、一体に連結された８本のコンタクト６０ａ～ｈをインサート成形することによ
って上記のようなインシュレータ５０を形成した後、その電気接続部品４０の半製品に打
ち抜き加工を施すことによって、インシュレータ５０の領域内の第１繋ぎ片６４及び第２
繋ぎ片６５をインシュレータ５０に予め形成した円形の工具挿入孔５２及び長円形の工具
挿入孔５３を通して切断し、それと同時にインシュレータ５０の領域外の残りの第１繋ぎ
片６４も切断し、一体に連結された８本のコンタクト６０ａ～ｈを個別に分離すると共に
、３番のコマンド用のコンタクト６０ｃの連設片６３に一体に連結されたグランド用の１
本の接触片部６３と予備用の２本の接触片部６３も個別に分離し、最後に両端のコンタク
ト６０ａ，６０ｈと左右の繋ぎ片６６との連結部位を打ち抜き或いは折り曲げによって切
断し、キャリア部６７から分離することによって、図５，図６に示すように、電気接続部
品４０の製品として完成するものである。
【００３０】
　押さえ部材７０は樹脂製（絶縁性）であり、図３，図９，図１０に示すように、第２繋
ぎ片６５を切断するために形成されたインシュレータ５０の長円形の工具挿入孔５３に嵌
め込む長円柱形状の栓部７１と、栓部７１から係止片５６より上側の切り欠き部５５内に
突出して係止片５６の前側に垂下延設されるフック状の連設部７２と、連設部７２の先端
に連続一体に形成され、インシュレータ５０によって形成されるカード装着部１１の部分
側面５０ｄからカード装着部１１に突出する１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１
側の連設片６３の端部から１番のコンタクト６０ａの接触バネ片部６１の後端部、つまり
異形の接触バネ片部６１の根元部の上に重ね合わせる下面が平らな押さえ部７３と、で構
成されている。
【００３１】
　ここで、連設部７２の前側面はインシュレータ５０によって形成されるカード装着部１
１の後端壁５０ｃと略面一になり、その後端壁５０ｃの一部になるように形成されると共
に、押さえ部７３の上面はその厚さを先端に行くに連れて減じるようにテーパを付け、マ
イクロＳＤカード３００がカード装着部１１に装着された時、マイクロＳＤカード３００
の後端部下縁の面取り領域に嵌り込むようになっている。
【００３２】
　ロック部材８０は、図３に示すように、中間部より折返した細幅の金属板バネからなり
、折返し部より一側の可動バネ片の先端側にカード係合部８１を形成している。なお、ロ
ック部材８０は、ベース１０に樹脂で一体形成して設けてもよい。
【００３３】
　上記のように構成された構成部品から本実施形態のメモリカード用アダプタ１００（ア
ダプタ本体１）を組み立てるには、先ず、図３に示すように、ベース１０のインシュレー
タ収容部１２に電気接続部品４０のインシュレータ５０を上方から嵌め込み、そのインシ
ュレータ５０の裏面に横並び状態で面一に保持されている１１本の接触片部６２をコンタ
クト露出窓１３を通してベース１０の後端部裏面側に露出させると共に、インシュレータ
５０の前側に横並び状態で前上がり傾斜状に突出されている８本の接触バネ片部６１をベ
ース１０のカード装着部１１の後部に配置し、電気接続部品４０をベース１０に組み込む
。
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【００３４】
　次いで、図３，図９に示すように、第２繋ぎ片６５を切断するために形成されたインシ
ュレータ５０の長円形の工具挿入孔５３に押さえ部材７０の栓部７１を上方から嵌め込み
、その栓部７１に連設部７２を介して一体に連結されている押さえ部７３を異形の接触バ
ネ片部６１の根元部の上に重ね合わせ、押さえ部７３とベース１０の底板１０ａとの間に
異形の接触バネ片部６１の根元部を挟み、押さえ部７３によって異形の接触バネ片部６１
の根元部を押さえた状態で、押さえ部材７０をインシュレータ５０の長円形の工具挿入孔
５３を利用してベース１０に組み込む。なお、押さえ部材７０は電気接続部品４０をベー
ス１０に組み込む前にインシュレータ５０の長円形の工具挿入孔５３に利用して電気接続
部品４０に組み付け、電気接続部品４０と一体的にベース１０に組み込むこともできる。
【００３５】
　また、図３に示すように、ベース１０のロック部材収容部１５にロック部材８０を組み
込み、ロック部材８０の折り返し部より他側を固定し、折り返し部より一側の可動バネ片
の先端側に形成したカード係合部８１を、可動バネ片のバネ力によって連通口１６を通し
てカード装着部に突出保持させる。
【００３６】
　次いで、図１，図２に示すように、ベース１０のカバー係合溝１０ｅにカバー２０の第
１係合爪２４を、ベース１０の側壁１０ｃとインシュレータ５０の左右側面との隙間でな
るベース１０側の他のカバー係合溝にカバー２０の第２係合爪２５を、それぞれ上方から
挿入すると共に、インシュレータ５０の端子収容孔５４にカバー２０の折し返し片２６及
び接続端子２７を上方から嵌め込みながら、ベース１０に対してカバー２０を上方から被
着し、ベース１０の前側幅広部分における左右の補強リブ１０ｂ、カード装着部１１、ロ
ック部材収容部１５の開放上面をカバー２０の主部２１によって一体的に覆い塞ぐと共に
、インシュレータ５０の上面にカバー２０の第２延設部２３を面一に重ね合わせ、インシ
ュレータ５０をベース１０の底板１０ａとカバー２０の第２延設部２３との間に挟み込む
と共に、押さえ部材７０をインシュレータ５０とカバー２０の第２延設部２３との間に挟
み込み、またベース１０の前側幅広部分における左右外側面にカバー２０の第１延設部２
２を重ね合わせて覆うと共に、ベース１０の各カバー係合爪１０ｄをカバー２０の各ベー
ス係合孔２８に嵌め込む。
【００３７】
　そして、最後に図１，図２に示すように、カバー２０の第１延設部２２における各ベー
ス係合孔２８の下縁を内側にかしめ、ベース１０に対してカバー２０を上記被着状態で嵌
合固定することにより組み立てが完了する。
【００３８】
　組み立て完了状態において本実施形態のメモリカード用アダプタ１００は、図１，図２
に示すように、ミニＳＤカード２００と同一の外形寸法（縦・横・厚さの各寸法）であり
、ミニＳＤカード２００と同様に後側の端部裏面側に１１本の接触片部（端子）６２が左
右方向に並設されて露出し、後側には一方の角を落として切り欠き部１７が設けられ、こ
の切り欠き部１７によって幅が狭められた後側端部における表面側の左右両側縁に上向き
の段部１８が設けられ、切欠き部１９より前側の幅広部分における表面側の左右両側部に
ロック用切欠き２１が設けられ、ミニＳＤカード２００用のカードコネクタに装着するこ
とができる。
【００３９】
　また、前側面にカード挿入口２が開口し、カード挿入口２にはカード装着部１１が連通
し、カード装着部１１の後部（奥部）には片持ち支持の８本の接触バネ片部６１が左右方
向に並設され、マイクロＳＤカード３００をカード挿入口２からカード装着部１１に装着
することができると共に、装着したマイクロＳＤカード３００の８本の端子３０３ａ～ｈ
に８本の接触バネ片部６１の自由端部を接触させて電気的に接続することができる。　
【００４０】
　さらに、カバー２０に一体に形成した接続端子２７は、折り返し片２６と共にインシュ
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レータ７０の端子収容孔５４に収容され、一端が一方のグランド用の接触片部６３に、ま
た他端が他方のグランド用の接触片部６３に、それぞれ上方から自身の弾性により押し付
いて接触し、この接触により隣接しない２本のグランド用の接触片部６３同士と、グラン
ド用の接触片部６３とカバー２０間が電気的に接続されている。なお、ベース１０とカバ
ー２０の主部２１及び第１延設部２２との接合面、インシュレータ５０のカバー２０の第
２延設部２３との接合面はその周囲外面よりカバー２０の厚さ分凹状に形成され、カバー
２０の主部２１及び第１延設部２２の表面とその周囲のベース１０の表面、カバー２０の
第２延設部２３の表面とその周囲のインシュレータ５０の表面は面一になっている。
【００４１】
　また、異形の接触バネ片部６１は、図３，図９に示すように、第２繋ぎ片６５を切断す
るために形成されたインシュレータ５０の長円形の工具挿入孔５３に栓部７１を嵌め込み
、インシュレータ５０とカバー２０との間に挟み込むことで固定した押さえ部材７０の押
さえ部７３によって根元部がしっかりと確実に押えられている。そして、インシュレータ
５０の長円形の工具挿入孔５３は押さえ部材７０の栓部７１を嵌め込むことにより塞がれ
ており、ショートの原因となる塵埃等の導電性の異物が工具挿入孔５３に入り込むのを防
止することができる。
【００４２】
　上記のように組み立てられたメモリカード用アダプタ１００にマイクロＳＤカード３０
０を装着する際には、図１に示すように、マイクロＳＤカード３００を前後方向及び表裏
方向を正規の方向に向けた正規挿入姿勢でカード挿入口２を通してカード装着部１１に挿
入すると、マイクロＳＤカード３００は、このロック用切欠き部３０２を設けた側部でロ
ック部材８０のカード係合部８１を可動バネ片のバネ力に抗して押退けながらカード装着
部１１の内奥部へと嵌り込み、マイクロＳＤカード３００の後側の端部裏面側に設けられ
た８本の端子３０３ａ～ｈが、カード装着部１１の後部に並設されている８本の接触バネ
片６１の自由端部と弾接して電気的に接続される。ここで、異形の接触バネ片部６１の根
元部が押さえ部材７０の押さえ部７３によってしっかりと確実に押えられているので、そ
の根元がねじられる方向に働く力がなくなり、他の接触バネ片部６１と強度、バネ力を略
同一に揃えることができ、異形の接触バネ片部６１ａでもマイクロＳＤカード３００の端
子と安定した接触を保つことができる。さらにマイクロＳＤカード３００をカード装着部
１１に押し込むと、マイクロＳＤカード３００の後側の端部が、インシュレータ５０によ
って形成されたカード装着部１１の後端壁５０ｃに突き当たり、それ以上の挿入が規制さ
れると共に、マイクロＳＤカード３００のロック用切欠き部３０２にロック部材８０のカ
ード係合部８１が対向し、可動バネ片のバネ力によりカード係合部８１がロック用切欠き
部３０２に係合することにより、マイクロＳＤカード３００の脱落が防止される。
【００４３】
　メモリカード用アダプタ１００に装着されたマイクロＳＤカード３００を抜き取る際に
は、マイクロＳＤカード３００の前端部を把持し、ロック部材８０の可動バネ片のバネ力
に抗してマイクロＳＤカード３００を前方に引き抜くと、マイクロＳＤカード３００のロ
ック用切欠き部３０２とロック部材８０のカード係合部８１との係合が解除されて、マイ
クロＳＤカード３００をメモリカード用アダプタ１００から抜き取ることができる。
【００４４】
　メモリカード用アダプタ１００に装着されたマイクロＳＤカード３００は、この８本の
端子３０３ａ～ｈが対応する８本のコンタクト６０ａ～ｈに電気的に接続されているため
、メモリカード用アダプタ１００をミニＳＤカード２００用のカードコネクタに正規挿入
姿勢で装着することにより、マイクロＳＤカード３００の８本の端子３０３ａ～ｈがメモ
リカード用アダプタ１００の対応する８本のコンタクト６０ａ～ｈを介してミニＳＤカー
ド２００用のカードコネクタの対応するコンタクトと電気的に接続される。この結果、マ
イクロＳＤカード３００がミニＳＤカード２００と同様にミニＳＤカード２００用のカー
ドコネクタで使えるようになる。
【００４５】
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　ところで、ミニＳＤカード２００とマイクロＳＤカード３００とはそれぞれの厚さ寸法
に差があまりない。このためアダプタ本体１を構成する一方のベース１０を樹脂成形品（
絶縁性）とし、他方のカバー２０は金属板を打ち抜き及び曲げ加工して形成している。ア
ダプタ本体１の一方の主面（表面）を構成する金属製のカバー２０の主面部を十分な剛性
を確保しながら、できる限り厚さを薄くし、アダプタ本体１の他方の主面（裏面）を構成
する樹脂製のベース１０の主面部の厚さをできる限り厚くして十分な剛性を確保し、アダ
プタ本体１全体の剛性アップを図っている。
【００４６】
　また、アダプタ本体１の表面を構成する金属製（導電性）のカバー２０に、隣接しない
グランド用の２本の接触片部６２間を電気的に接続する（短絡する）接続端子２７を一体
に形成し、部品点数の削減、組み立ての容易化、コストダウン等を図っている。しかも接
続端子２７を通じてカバー２０とグランド用の接触片部６２を電気的に接続することで、
静電破壊対策も同時に実現している。
【００４７】
　また、カバー２０はその一部分をかしめることにより、ベース１０に固定するので、省
スペースにてベース１０とカバー２０並びに内装部品である電気接続部品４０を強固に結
合一体化することができる。
【００４８】
　以上、本実施形態は本発明の好適な実施形態の一例を示したが、本発明はそれに限定さ
れることなく、その要旨を逸脱しない範囲内で種々変形実施することができる。例えばマ
イクロＳＤカード３００をミニＳＤカード２００用のカードコネクタで使えるようにする
メモリカード用アダプタ以外の、他の種類のメモリカード用アダプタにも好適に実施する
ことができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施形態のメモリカード用アダプタの表面側の外観図である。
【図２】本実施形態のメモリカード用アダプタの裏面側の外観図である。
【図３】本実施形態のメモリカード用アダプタの内部構造を示すためにカバーを取り外し
状態の表面側の外観図である。
【図４】カバーの接続端子を示す図である。
【図５】電気接続部品の平面図である。
【図６】電気接続部品の裏面側の外観図である。
【図７】フープ材に一体に連結された状態で形成された複数本のコンタクトの平面図であ
る。
【図８】押さえ部材で根元部を押える前の異形の接触バネ片部を示す図である。
【図９】押さえ部材で根元部が押えられた異形の接触バネ片部を示す図である。
【図１０】押さえ部材の外観図である。
【図１１】（Ａ）ミニＳＤカードの表面図、（Ｂ）ミニＳＤカードの側面図、（ｃ）ミニ
ＳＤカードの裏面図である。
【図１２】（Ａ）マイクロＳＤカードの表面図、（Ｂ）マイクロＳＤカードの側面図、（
Ｃ）マイクロＳＤカードの裏面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　アダプタ本体
　２　カード挿入口
　１０　ベース
　１１　カード装着部
　２０　カバー
　４０　電気接続部品
　５０　インシュレータ（絶縁部材）



(11) JP 4659636 B2 2011.3.30

10

　５３　工具挿入孔
　６０ａ～ｈ　コンタクト（導電部材）
　６０’フープ材
　６１　接触バネ片部
　６１ａ　異形の接触バネ片部
　６２　接触片部
　６５　第２繋ぎ部
　７０　押さえ部材
　７１　栓部
　１００　メモリカード用アダプタ
　２００　ミニＳＤカード（大型メモリカード）
　３００　マイクロＳＤカード（小型メモリカード）
　３０３ａ～ｈ　端子

【図１】 【図２】
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